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１．背景・事業の意義

国産SAF製造技術の多様化の必要性

2030年に国内ジェット燃料の10%（約172万kL）をSAFで代替する政府目標に
対し、現在の国内供給量は目標の数%に過ぎない。エネルギー安全保障の観点から
も、輸入に頼らない国産SAF製造技術の確立が急務である。

地域資源を活かした純国産SAF製造の可能性

秋田県は国内有数の森林資源を有し、未利用木質バイオマスが豊富に存在する。
ガス化・FT合成はこれら幅広い固形有機物を原料とでき、LCA値が最も低いSAF製
造技術でもある。
ポストFITを見据えた、小型分散型プロセスにより、地産地消型サプライチェーンの実現
が可能。

本事業の位置付けと目標

ユナイテッド計画を中心に、秋田県の木質資源・廃プラを原料とするガス化・FT合成に
よる地産地消型SAF製造技術の実証に取り組む。
2030年代初頭の3万kL/年の商用プラント運転を目指す。
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秋田県の森林資源ポテンシャル

国内有数の森林県・スギ人工林資源量全国1位

秋田県の森林面積は約83万9千ha（県土の72%）で、全国有数の森林県である。
なかでも民有林スギ人工林面積は全国1位（23万6千ha）を誇り、スギ林の63%が50年生
を超えて利用期を迎えている。
森林蓄積は約1億9,500万m³に達し、民有林だけで年間約163万m³が成長している。C材・
D材等の未利用材に絞っても最大66万乾燥t/年の木質バイオマス供給ポテンシャルがある。

バイオマス発電での活用実績と供給余力

2016年稼働の木質バイオマス発電所にて、年間19万tの未利用材木質チップの集材実績があ
り、商流・調達ネットワークが県内に根付いている。一方、現行のエネルギー利用量は供給ポテン
シャルの約半分に過ぎず、ポストFITを見据えた未利用資源の活用余地は大きい。

出典：秋田県森林・林業の概要（令和7年度版・令和5年度実績）
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２．事業概要・目標・事業効果

事業概要
秋田県の木質バイオマス（年間約19万t）と廃プラスチック（約2万t）を原料とするガス化・FT
合成により、地産地消型SAF製造技術を実証する。2030年代初頭の3万kL/年商用プラント
運転を目指す。

中間目標（2027年度）
・事業目論見書完成
・事業判断の実施

最終目標（2029年度）
・商用プラント用データ取得
・ASTM/CORSIA認証取得
データ・ドキュメント整備

・実証運転完了

本事業の強み
✓ 秋田県の豊富な林産資源を活かした原料の安定調達
✓ 純国産SAF供給への貢献（エネルギー安全保障）
✓ 廃棄物利用による循環型経済の促進
✓ 林業収益安定化・東北地方の地方創生に貢献
✓ 他の林業地域へのポストFIT（バイオマス発電）対応モデルケースとしての展開
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４．SAFサプライチェーン全体像

【原料】
木質バイオマス（秋田県内）：約19万t/年
廃プラスチック（東北圏内）：約2万t/年

【製造プロセス】
前処理（選別・乾燥）→ ガス化→ ガス精製・調製 → FT合成 粗油生成

→アップグレーディング
【製品】（商用プラント規模試算）
FT粗油：3万kL/年

【SAF供給先】

航空会社（国内エアライン）、防衛省
（ASTM D7566認証取得、CORSIA適格燃料認証取得が前提）
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５．研究開発スケジュール-2

研究開発スケジュール
交付決定期間：2025年10月〜2027年3月（中間：2027年度上期に事業判断）
（全体工程：2025年度〜2029年度）

2025年度（実施済）
✓ ①-1 原料調達可能性調査：木質チップ・廃プラ性状分析、ヒアリング
✓ ①-2 サプライチェーン構成案・候補地検討、FT設備比較
✓ ②-1 市場調査
✓ ②-3 LCAシミュレーション、CORSIA認証課題整理
✓ ③-1 ガス化試験準備（原料調整・輸出手続き）
✓ ③-2 FT合成シミュレーション着手、動向・特許調査
✓ ⑤ 研究開発推進委員会 第1回（2025/12）・第2回（2026/3）開催

2026年度（予定）
● ガス化試験実施（木質チップ＋廃プラ混合比、H₂/CO比探索）
● 各プロセスのFEED実施、商用プラントCAPEX/OPEX試算

2027年度（予定）
● 事業目論見書完成・事業判断（2027年度上期）
● パイロットプラント詳細設計・建設着工
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６-① 事業候補地選定

①-2-(3) 事業用候補地の選定
✓ 秋田県・秋田市が造成する再エネ

工業団地を候補地として検討。関
係者へのヒアリング実施。

✓ 秋田市新エネルギービジョンに本
SAF製造事業が位置付けられ、地
域事業化の方向性を確認。

✓ 秋田市・秋田県が合同でGX戦略
地域へ応募。今後の展開に期待。
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６-① FT合成設備選定

①-2-(2) ガス火炉、FT合成設備の比較選定
ガス化方式、およびFT合成触媒/リアクターについて比較選定を実施。

選定結果
✓ 投入原料に制約が少ないことと、実績の多さからCFB方式を採用。
✓ 保守性・CAPEX・2030年代初頭の社会実装を踏まえた実績の観点から、固定床方式の

1社が最も優位と評価。
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固定床式 流動床式
噴流床式

ダウンドラフト アップドラフト BFB CFB

※F:原料,O:空気/蒸気,P:ガス

●ガス火炉方式

●FT合成触媒/リアクター

固定床式3社、スラリー床式1社を候補に比較選定。











６-③ ガス化試験準備・H₂/CO最適値探索

試験目的
● 廃プラ添加によるH₂/CO比向上効果の実証
● バイオマス単体ではH₂分が不足するため、廃プラスチックを適量混合し、FT合成の

収率を高める
● 木質チップと廃プラスチックの混合割合を変え、最適なH₂/CO比、原料混合比を

調査する。
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試験準備
● 実運用に近い原料で試験を行うため、試料を調整。

● 針葉樹/広葉樹チップを用意し事前乾燥を実施。
● 処理プラントに搬入される廃プラスチックの組成割合を調査。

試験予定
● 2026年度中旬試験実施を予定。
● 試験結果をもとに生成ガス性状を把握。FT合成以降プロセスの検討に生かす。



7．今後の課題と2027年事業判断

今後の技術課題

原料・サプライチェーン
● 木質チップの乾燥設備検討
● 廃プラスチックの前処理（PVC除去）
● CORSIA認証取得に向けたトレーサビリティ体制構築
● 主伐材由来チップ（C,D材）のロビー活動

事業判断に向けて
● VTTガス化試験実施・H₂/CO比最適化結果取得
● ガス化炉以降のLCA算定（全体GHG削減効果の確定）
● 商用プラントFEED
● CAPEX/OPEX算出・事業性評価
● Tolling Model（既存製油所活用）の調査
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8．まとめ

①-1/-2 原料調達・サプライチェーン
✓ 木質チップ・廃プラの性状分析・賦存量調査を実施。廃プラのPVC問題等の課題を特定し

解決方針を検討。
✓ 秋田県、秋田市の再エネ工業団地を候補地として選定。本SAF事業の秋田市新エネル

ギービジョンへの位置付け。
✓ FT合成設備の比較検討を実施し、CFB方式ガス火炉、固定床式FTリアクターを本件では

最優位と評価。

②-1/-2/-3 事業性・認証
✓ 国内外SAF市場動向・防衛省需要を調査。SAF燃料価格の第一次調査を実施。
✓ LCA計算値9.56g-CO₂/MJ（前処理まで）を算出。CORSIA基準達成の見通しを得た。
✓ CORSIA認証取得のトレーサビリティ要件を整理。既存FIT制度を活かした認証を提案。

③-1/-2 プロセス技術
✓ 廃プラ添加によりH₂/COを調整。外部水素不要でのFT粗油3万kL/年生産を目指す。
✓ ガス化試験に向けた原料調整・輸出準備が進行中。
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ご清聴ありがとうございました
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